





















　国際交流基金が 2009 年に行なった調査によると（国差交流基金 2011）、日本語教育は 133 カ国
に置いて実施され、学習者数は約 365 万人に上るという。過去の学習者数に関する調査（国際交流






























日 本 語 学 概 論 Ⅱ 同上











社 会 言 語 学
社会言語学とは言葉を社会とのつながりという観点から考える学問であ
る。講義では、幅広く言語の使用に関わる問題を考えていく。



































析したもの（湯 1989、鈴井 1991、河路 1994、間・岡崎 2003、舒 2005、金 2008）、中国での日
本語教育実習を報告したもの（中川 2000、2004、長濱 2006）、そして中国で働くネイティブ教師















2008 年 6名 2名 日本－日本語学校…、韓国－高校…
2009 年 13 名… 4 名…
シンガポール－日本語学校…、中国－大学
台湾－日本語学校…、韓国－日本語学校…
2010 年 11 名… 2 名… 中国－大学…、中国－大学…


































年齢 在学中の主専攻 赴任前の日本語教育歴 週当たりの担当授業数
教師A 23歳 英語 なし 45分 14 コマ（90分７コマ）







































































































1 8 7 9 1 10 6 2 4 5 3
2 5 7 9 8 10 6 4 2 3 1
3 10 6 9 5 8 7 1 4 3 2
4 6 4 7 9 10 5 8 3 1 2
5 5 8 9 4 10 6 1 7 3 2
6 3 7 8 5 10 6 9 4 1 2
7 5 9 8 3 10 6 7 2 1 4
8 8 9 10 5 7 6 4 3 2 1
9 6 9 8 7 10 5 4 3 2 1
10 5 7 8 9 10 6 3 2 4 1
11 3 2 6 8 5 4 7 1 9 10
12 5 8 9 7 10 6 4 3 2 1
13 5 6 8 9 10 7 2 3 1 4
14 4 9 7 5 10 8 6 3 2 1
15 7 8 5 3 10 9 6 4 2 1
16 6 8 9 5 10 7 3 4 2 1
柔軟性 楽しい授業 幅広い知識 学習者の専門知識 標準的な日本語
平均 5.6875 7.125 8.0625 5.8125 9.375
順位 6 3 2 5 1
経験 生徒の母語能力 相談相手 論文発表 修士論文
平均 6.25 4.4375 3.25 2.6875 2.3125









































































































































府 2005）が、これに加えて本講座は、必修科目 20 単位のうち 14 単位が卒業単位として含まれな
い。それにもかかわらず、教師を直接志望するわけではないのにこの講座を受講している学生が多く
いる。受講生の多くが本講座に求めるのは、実践的な日本語教育の技術の他にもあるのではないか。
日本語教員に求められる技術や知識の伝達も、もちろん重要である。だが、副専攻であるからこそ、
明確な役割が受講生に課されるプロジェクトとして捉えることのできる本講座がもたらす効果に着目
し、これを一層充実させることは有意義ではないだろうか。本講座の修了生はたとえ日本語教師にな
らなくとも、日本語学習者への理解者であることは疑う余地がない。このような人材を輩出すること
もまた意義深いことだろう。
付記
　本研究は、2011 年度長崎外国語大学在外研修制度（2011年８月18日～９月13日）を活用して行なっ
た調査の一部をまとめたものである。この研修期間においてお世話になった関係機関、各位に御礼申
し上げる。
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